
 

 訓子府町新水道ビジョン 
水道は、町民の生活や産業を支える重要な社会基盤施設

であり、最も重要なライフラインのひとつです。厚生労働

省は、未曽有の被害をもたらした「東日本大震災」を踏ま

え、「新水道ビジョン」（平成25年3月）を公表し、水道

の理想像「安全な水道、強靭な水道、そして水道サービス

の持続」を示しました。 
町ではこれらの上位ビジョンとの整合を図り、一方で

は第6次訓子府町総合計画及びまち・ひと・しごと創生

総合戦略等に示された訓子府町の将来像および重点プロ

ジェクト等との整合を図りつつ、図-1に示すとおり「訓

子府町新水道ビジョン」を策定しました。訓子府町水道

事業の現状と課題を明確にし、「訓子府町水道ビジョン」

に示された目標の達成状況を勘案しながら、令和2年度

から令和11年度までの10年間の具体的実現方策および

水道事業の長期的な方向性を示しました。 

 
図 1 訓子府町新水道ビジョンの位置づけ 

 計画期間 
 「訓子府町新水道ビジョン」の計画期間は、前回水道ビ

ジョンと同様に、令和 2 年度から令和 11 年度までの 10
年間とし、中長期的な視点に立った目標設定を行います。 
 

 「新水道ビジョン」策定フロー 
町は、平成 16 年に厚生労働省が策定し、平成 20 年に

改定された「（旧）水道ビジョン」および平成23年に策定

された「北海道水道ビジョン」に基づき、平成24年に「訓

子府町水道ビジョン」を策定しています。 
「訓子府町新水道ビジョン」策定にあたっては、アセッ

トマネジメントによる投資・財政のバランスといった新た

な理念・基本方針や課題の設定と実現方策の変更が必要と

なっております。図2に「訓子府町水道ビジョン」見直し

フローを示します。 

 
図 2 「訓子府町新水道ビジョン」策定フロー 

 訓子府町水道事業の概要 
 事業の現況 
 給水人口と給水量 

 訓子府町水道事業は、昭和29年に簡易水道事業として

創設され、給水人口の上昇に伴い一時上水道事業となりま

したが、給水人口の減少に伴い現計画は計画給水人口

4,920 人計画 1 日最大給水量 3,100  /日で簡易水道事業

として運営されています。 
表 1 給水人口と給水量 

項目 年月日 
計画 

給水人口 1日最大給水

量 
共用開始

年月日 
昭和29年11

月30日
3,500人 525  /日 

直近認可

年月日 
平成30年 
6月29日 4,920人 3,100  /日 

実績 平成31年 
3月31日 4,788人 3,086  /日 

 水道料金 
 オホーツク管内一般用水道料金（平成 29 年税抜円/10
 ）は、図 3 のとおりです。訓子府町の一般用水道料金

2,600円/10  は、オホーツク管内では平均1,878円/10  

を上回り 2 番目に高い料金となっています。全道平均

1,936  /10  を上回っています。 

 
図 3オホーツク管内一般用水道料金（平成29年税抜円/10  ） 

「訓⼦府町新⽔道ビジョン」
計画期間：令和２年度から令和１１年度

厚⽣労働省
「新⽔道ビジョン」

（平成２５年３⽉）

北海道環境⽣活部環境局
「北海道⽔道ビジョン」

（平成２３年３⽉）

「訓⼦府町⽔道ビジョン」
（平成２４年１２⽉）

訓⼦府町⽔道事業アセット
マネジメント

（令和２年３⽉）

第６次訓⼦府町総合計画

（平成２９年３⽉）

訓⼦府町まち・ひと・しごと創⽣
⼈⼝ビジョン・総合戦略

（平成２７年年１０⽉）

「訓⼦府町⽔道ビジョン」策定後
の達成状況確認

現在の訓⼦府町⽔道⽔道事業
の課題抽出

資産台帳整備による施設⽼朽度
把握と更新優先区域の設定

施設の法定耐⽤年数を実質耐⽤年数
に⾒直し、投資額を抑制

投資・財政検討による今後の運営資
⾦確保の⾒通し

⼈⼝減少、⽔需要構造の⾒直し
配⽔系統の⾒直し

「新⽔道ビジョン」の理念確認
「⽔道法」改正の⽬的落とし込み

新たな理念・基本⽅針の設定
実現⽅策の⾒直しと課題追加

「訓⼦府町新⽔道ビジョン」
策定と公表

「訓⼦府町⽔道ビジョン」の評価

アセットマネジメント実施「新⽔道ビジョン」の適⽤

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

北
⾒

市
網

⾛
市

紋
別

市
美

幌
町

斜
⾥

町
遠

軽
町

湧
別

町
訓

⼦
府

町
北

⾒
市

網
⾛

市
紋

別
市

津
別

町
斜

⾥
町

清
⾥

町
⼩

清
⽔

町

佐
呂

間
町

湧
別

町
滝

上
町

興
部

町

雄
武

町
⼤

空
町

⼥
満

別
⼤

空
町

東
藻

琴

円
/1
0 

簡易⽔道
⽔道料⾦の平均
1,912円/10 

上⽔道 簡易⽔道

⽔道料⾦の平均
オホーツク管内1,888円/10 
全道（参考） 1,936円/10 

上⽔道
⽔道料⾦の平均
1,829円/10 

1



 

 訓子府町水道事業の現状評価と課題抽出 
 訓子府町をめぐる環境要因の変化 
人口減少、少子高齢化が顕著になり、今後、公営企業である水道事業の経営環境が厳

しくなると予想されています。訓子府町水道事業をめぐる環境要因の変化と強化方策を

整理すると表2のとおりとなります。 
表 2 環境要因の変化と強化方策 

 
 水道事業の現況 
 行政区域内人口と給水人口 

 将来において行政区域内人口の減少とともに、給水人口も減少することになります。

図4のとおり給水人口は2018年（平成30年）には4,850人、2038年（令和20年）に

は3,830人の見通しです。 
 水道普及率 

 訓子府町の水道普及率は、図4のとおり2018年（平成30年）では96.5％、2036年

（令和18年）には普及率100％を達成する計画です。 

 
図 4 行政区域内人口と給水人口および普及率 

 有収水量（料金収入） 
 有収水量は、給水人口減少と共に減少傾向が見込まれ、同時に料金収入が減少するこ

とになります。図 5 のとおり有収水量は 2018 年（平成 30 年）599 千 /年が 2038 年

（令和20年）には、484千 /年へ減少する見通しです。また料金収入も同時に、2018
年（平成30年）134百万円/年が2038年（令和20年）には、109百万円/年へ減少する

見通しです。 
 
 
 
 
 
 
 

    図 5 年間有収水量と給水収益 
 有収率の低下 

 訓子府町簡易水道事業の有収率は、一時80％を超えましたが、2009年以降80％を

下回り、近年横ばいを示しています。有収率の低下は、老朽管による漏水が考えられま

す。漏水箇所の修繕や老朽管の更新を計画的に実施する必要があります。 

     
 水道水源の概要 
 水源施設及び浄水方法の概要 

 訓子府町簡易水道の水源施設の概要は、表 3 のとおりです。主な水源は大谷水系の湧

水であり、全体の70％を占めています。 
表 3 水源施設の概要 

 

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

20
23

20
24

20
25

20
26

20
27

20
28

20
29

20
30

20
31

20
32

20
33

20
34

20
35

20
36

20
37

20
38

普
及

率
（％

）

人
口
(人

）

行政区域内人口（人）、給水人口（人）、普及率（％）

行政区域内人口（人） 給水人口（人） 普及率（％）

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

有
収

率
（％

）

有
効

・1
日

平
均

配
水

量
（ 

/日
）

有収率の推移

有効水量（ /日） 1日平均給水量（ /日） 有収率（％）

水源名 水源の種類

大谷水源 湧水 2,400  /日 2,180  /日

若富水源 浅井戸 460  /日 460  /日

弥生水源 深井戸 80  /日 80  /日

開盛水源 NO.1、2深井戸 350  /日 350  /日

駒里水源 深井戸 30  /日 30  /日

3,320  /日 3,100  /日計

除鉄除マンガンろ過

塩素消毒

取水可能量 浄水方法

急速ろ過

塩素消毒

塩素消毒

1日最大給水量
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 経年化年数及び耐震状況 
 施設の経年化率及び耐震化率 

 表 4 のとおり各施設の経年化率は 0％であり、法定耐用年数を超過している施設はあ

りません。 
 各施設の耐震化率は、浄水施設（建築）は、若富浄水場が非耐震施設により、85.2％を

示しています。ポンプ施設(建築)は100％を示しています。配水池（土木）は、耐震化率

が0％となっています。 
配水池（土木）は、令和 2 年度以降、豊坂高区、豊坂低区配水池を道営川南地区営農

用水事業で整備し耐震化を図り、耐震

化率向上に努めていきます。また

アセットマネジメント計画に基

づき更新時に耐震化を図ってい

きます。 
構造物や設備の更新は、アセッ

トマネジメントの更新基準に基

づき更新を行い、構造物は、更新

時に耐震化を行う計画でありま

す。 
 管路の経年化率および耐震化率 

導水管は、ほとんどの管が耐用年数を超過しています。表5のとおり配水管は約3割

の管が耐用年数を超過しています。 
管路は基幹管路である大谷水系の導水管を 2022 年（令和 4 年）から、更新し耐震化

する計画であります。また、昭和42年布設の硬質塩化ビニル管や昭和46年に布設され

た柏丘地区の硬質塩化ビニル管の布設替えを計画しています。訓子府町はアセットマネ

ジメントに基づき硬質塩化ビニル管を、全て水道用配水ポリエチレン管に更新すること

で、配水管の耐震化を進めていく計画であります。また、避難所等の重要給水拠点への

配水管ルートを優先的に更新し、耐震化を

同時に図るものです。 
 
 

 
 
 

 
 
 

 訓子府町水道事業の理想像と目標設定 
 訓子府町が目指す水道の理想像 

訓子府町は、「訓子府町水道事業の現状と課題」を踏まえ、50 年程先の将来を見据えた水

道事業の理想像を想定し、水道の理想像、基本理念、実現のため基本方針を次のとおりと設

定しました。 
【水道の理想像～あるべき姿】 
 水道は、本来、「清浄」「豊富」「低廉」な水を安定的に供給することが求められています。自

然・社会環境が変化したとしても、地域住民のくらしと経済・産業を下支えするライフラインとし

ての水道事業の果たすべき役割は不変です。 
【基本理念】 

訓子府町は、これまでの「水道ビジョン」で掲げた理念と目標を引き継ぐとともにその後策定

された「新水道ビジョン」に示された新たな課題・実現方策を踏まえ、図 7 に示す基本理念を

設定しました。 

 
図 7 基本理念 

【基本方針】 
 基本方針については、厚生労働省の「新水道ビジョン」に示された「持続」「安全」「強靭」の3
つの基本方針に基づき具体的実現方策を体系化し、目指すべき水道事業の構築に向けた施

策の推進を図って行きます。これにより「訓子府町新水道ビジョン」における理想像は、図8に

示すとおりです。 

 
図 8 訓子府町簡易水道事業の理想像 

清浄な水の安定供給と持続的経営 

施設名 単位 項目

経年化率 / 3,100 0 ％

耐震化率 / 3,100 85.2 ％

経年化率 / 2,043 0 ％

耐震化率 / 2,043 100 ％

経年化率 / 3,135 0 ％

耐震化率 / 3,135 0 ％

浄水施設
（建築）

ポンプ施設
（建築）

配水池
（土木）

 /日

 /日

 

計算式 率（％）

0

2,640

0

2,043

0

0

表 5 管路の経年化率及び耐震化

表 4 施設の経年化率及び耐震化率 

施設名 単位

経年化率 6,619 / 6,680 99.1 ％

耐震化率 0 / 6,680 0 ％

経年化率 0 / 17,752 0 ％

耐震化率 3,416 / 17,752 19.2 ％

経年化率 50,744 / 156,860 32.3 ％

耐震化率 11,228 / 156,860 7.2 ％

経年化率 57,363 / 181,292 31.6 ％

耐震化率 14,644 / 181,292 8.1 ％
計 ｍ

導水管 ｍ

送水管 ｍ

項目 計算式 率（％）

配水管 ｍ
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 訓子府町水道事業の実現方策 

 「安全」に関する実現方策 
表 6「安全」に関する実現方策 

 
 「強靭」に関する実現方策 

表 7 「強靭」に関する実現方策 

 
 「持続」に関する実現方策 

表 8 「持続」に関する実現方策 

 

 「訓子府町新水道ビジョン」の具体的実現方策と事業スケジュール 
「訓子府町新水道ビジョン」の具体的実現方策は表 6 から表 8 のとおりであります。事業

スケジュールを整理すると表 9 に示すとおりとなります。本ビジョンは、当面の計画期間を

概ね10年とします。 
また、「訓子府町水道ビジョン」に示された実現方策の内、本ビジョンに引き継ぐこととし

て採用された方策についても現時点での行政の流れ、必要事項を加味した実現方策として整

理しています。 
日常業務：水道サービス維持のための日常的行政業務 
最 優 先：概ね3年以内に着手し、計画期間内に完了を目指している事業 

Ａ  ：5.年以内に着手し、計画期間内に完了を目指している事業 
Ｂ  ：5～10 年で着手 Ｃ：概ね 10 年以降に着手としましたが、今回、該当事業はありません。 

 
表 9 具体的実現方策と実施スケジュール 

 フォローアップ 
 訓子府町では、今後 9 年間は道営川南地区の営農用水事業による更新計画、配水管や

導水管の布設替えを中心にとならざるを得ない。しかし、令和10年度以降、重要給水拠

点事業を柱に事前にダウンサイジングの検討と、水源施設の再編を含めた再構築を実施

することが必要となってきます。 
令和10年度以降の更新事業については、5年毎に人口減少や地域のまちづくり、居住

形態の変化に応じながら、P（計画の策定）、D（事業の実施）、C（事業の評価）、A（事

業の見直し）サイクルによる事業の見直し・改善を実施するとともに、手順により効率

的な事業を進めることが必要と考えます。 

項 ⽬ 実現⽅策 優先度 具体的事業

⽔源の保全
耐塩素性病原性物、硝酸態窒素
の監視と対応

⽇常業務

⽔質基準改正に応じた⽔質検査 ⽇常業務
原⽔から給⽔までの⽔質管理 ⽇常業務

管理マニュアル 検証
濁度,⾊度,鉄,マンガン,硝酸態窒素等の 管理マニュアル
変化に対応する運転管理 検証

⽇常業務

⽔質管理の徹底
施設管理マニュアル作成 ⽇常業務

適切な浄⽔処理

「⽔質検査計画」に基づく履⾏

項 ⽬ 実現⽅策 優先度 具体的事業
施設・設備の点検管理の実施 ⽇常業務 アセット
機能劣化に応じた修繕更新 ⽇常業務 施設更新整備事業等
給⽔拠点の確保 ⽇常業務 アセットで設定
重要給⽔施設管路の設定 ⽇常業務 アセットで設定
主要施設の耐震化計画策定 Ａ
管路整備事業による導⽔管更新 最優先
重要給⽔施設管路の耐震化 Ｂ
施設更新整備事業による機器更新 Ｂ
⾮常⽤電源など必要装備品の整備 Ａ
⽔道施設中央監視システムの維持 ⽇常業務
災害時⽀援協定の締結 Ｂ

⽼朽施設の更新

⽔道施設の耐震化

危機管理体制の強化 災害対策マニュアル

耐震化計画

項 ⽬ 実現⽅策 優先度 具体的事業
⽔需要に応じたダウンサイジング Ｂ

効果的整備計画 未普及地域解消、給⽔区域⾒直し Ｂ 必要に応じ計画
計画的更新投資による有収率の向上 ⽇常業務 アセットで設定
適正な料⾦改定による運営資⾦確保 ⽇常業務 「経営戦略」策定
事務事業の合理化推進 ⽇常業務
職員の資質向上と⼈員確保 ⽇常業務 業務執⾏体制改善
近隣事業体との⼈事交流・情報共有 Ｂ

堅実な事業運営
 の推進

将来の⽔需要、
  財政⾒通し

更新・耐震化計画
フォローアップの実施 Ｂ

適正な料⾦収⼊
 の確保

Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11

・⽔源の保全とモニタリング
・⽔源の硝酸態窒素、耐塩素性病原性物
 等の監視と対応

・⽔質管理の徹底
・適切な⽔質検査の実施（委託）
・⽇常的な⽔質管理体制の維持（委託）

・適切な浄⽔処理
・浄⽔施設の維持・運転管理（委託）
・浄⽔設備の計画的な維持・補修（委託）

・⽼朽施設の計画的な更新
・実耐⽤年数を考慮した更新計画（Ｂ）
・予算規模に応じた投資額の平準化（Ｂ）

・⽔道施設の耐震化

・⽼朽管の計画的更新時耐震化（Ｂ）

・重要給⽔施設管路の優先的耐震化（Ｂ）

・導⽔管路の更新と耐震化（最優先）

・危機管理体制の強化

・⾮常⽤電源など必要装備品の整備（Ａ）

・⽔道施設中央監視システムの維持

・災害時⽀援協定の締結（Ｂ）

・将来の⽔需要、財政⾒通し
・⽔需要に応じたダウンサイジング（Ｂ）
・フォローアップの実施（Ｂ）

・効果的整備計画
・未普及地域解消（Ｂ）
・給⽔区域、⼈⼝などの⾒直し（Ｂ）

・適正な料⾦収⼊の確保 ・計画的更新投資による有収率向上（Ｂ）
・適正な料⾦改定による資⾦確保（Ｂ）

・堅実な事業運営の推進

・事務事業の合理化推進

・職員の資質向上と⼈員確保

・近隣事業体と情報共有

持続
いつまでも地域を
⽀え続ける⽔道

災害に備えた⽔道
 システムの構築強靭

安全

分類 理想像 基本施策
実施スケジュール

いつでもどこでも
安全な⽔道⽔の供給

実現⽅策
将来

⽇常業務

⽇常業務

⽇常業務

⽇常業務

⽇常業務
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